
品 名：90002_953725_023_03_アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）_937221.docx 

日 時：2022/12/1 11:04:00 
ページ：1 

 
 

 

 

 
 

 

  
 

 

  

 

  

 
  

償還 運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）」は、信託約款の規定に基づき、2022年10月19日に
信託期間が終了し、償還いたしました。 
ここに、設定以来の運用状況と償還内容をご報告いたしますとともに、受益者のみなさまのご愛顧に
対しまして、重ねてお礼申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 1999年10月29日から2022年10月19日までです。 

運 用 方 針 主として投資信託の受益証券に分散投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40） 投資信託の受益証券を主要投資対象とします。 

日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 日本を除く世界各国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジあり）マザーファンド 日本を除く世界各国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

日本債券インデックスマザーファンド わが国の公社債を主要投資対象とします。 

海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 内外の公社債を主要投資対象とします。 

海外債券インデックス（ヘッジあり）マザーファンド 内外の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40） 
株式への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の70％未満とします。 
外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の50％以下とします。 

日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジあり）マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

日本債券インデックスマザーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

海外債券インデックス（ヘッジあり）マザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 
ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 合成インデックス 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

19期(2018年10月26日) 14,719    10 △ 2.6 147.82 △ 2.7 37.2 0.6 56.7 0.2 355 

20期(2019年10月28日) 15,407    10 4.7 154.21 4.3 39.7 0.7 54.1 0.3 386 

21期(2020年10月26日) 15,567    10 1.1 155.53 0.9 38.9 0.8 54.7 0.2 301 

22期(2021年10月26日) 17,216    10 10.7 172.02 10.6 39.0 0.7 54.9 0.2 309 

(償還時) (償還価額)          

23期(2022年10月19日) 16,284.08 － △ 5.4 163.95 △ 4.7 － － － － 231 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 合成インデックス（参考指数）は、投資先の親投資信託のそれぞれのベンチマークを標準組入比率で合成して算出しています。なお、

2022年10月19日現在知りえた情報を基に弊社において日次で算出し、設定日を100として指数化しております。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 合 成 イ ン デ ッ ク ス 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年10月26日 17,216    － 172.02 － 39.0 0.7 54.9 0.2 

10月末 17,203    △0.1 171.86 △0.1 38.9 0.7 55.1 0.2 

11月末 17,024    △1.1 170.12 △1.1 37.8 0.8 55.7 0.2 

12月末 17,227    0.1 172.24 0.1 39.5 0.5 54.6 0.2 

2022年１月末 16,767    △2.6 167.74 △2.5 39.1 0.6 54.9 0.2 

２月末 16,654    △3.3 166.72 △3.1 39.1 0.5 55.0 0.2 

３月末 16,973    △1.4 169.41 △1.5 39.0 0.6 55.0 0.2 

４月末 16,703    △3.0 166.74 △3.1 38.3 0.8 55.5 0.2 

５月末 16,712    △2.9 166.84 △3.0 40.0 0.9 53.9 0.2 

６月末 16,463    △4.4 164.18 △4.6 39.6 0.5 54.5 0.2 

７月末 16,797    △2.4 167.54 △2.6 40.2 0.4 53.9 0.3 

８月末 16,784    △2.5 167.47 △2.6 39.1 0.5 55.0 0.2 

９月末 16,274    △5.5 161.77 △6.0 38.1 0.7 55.7 0.2 

(償還時) (償還価額)        

2022年10月19日 16,284.08 △5.4 163.95 △4.7 － － － － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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○運用経過 (1999年10月29日～2022年10月19日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 合成インデックスは、設定時の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 合成インデックスは当ファンドの参考指数です。 

 
○基準価額の主な変動要因 
当ファンドは、マザーファンドを通じて国内株式、海外株式、国内債券、海外債券の４つの資産に実質的に投

資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なってまいりました。各資産への投資配分は、株式
に40％、債券などに60％をめどとしました。信託期間中における各マザーファンドの騰落率は以下の通りです。 
 

 
※ １：2000年５月16日までは「海外株式インデックス（ヘッジなし）マザーファンド」 
※ ２：2000年５月16日までは「海外株式インデックス（ヘッジあり）マザーファンド」  

設定以来の基準価額等の推移 
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信託期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

・主要各国の中央銀行が概ね緩和的な金融政策をとっていたこと（2009年～2015年、2020年３月～2021年）、新

型コロナウイルスのワクチン接種の普及により経済活動の正常化の進展が期待されたこと、企業業績が概ね

好調だったことなどが国内外の株式に投資するマザーファンドの基準価額の値上がり要因となりました。 

・全米同時多発テロの発生（2001年９月）の影響や、米国の低所得者層を対象にした住宅融資「サブプライム

ローン」問題（2007年）、米国の大手投資銀行リーマンブラザーズの経営破綻（リーマンショック）（2008年）、

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大（2020年）などを背景に、景気の先行きに対する懸念が強まったこ

となどが国内外の債券に投資するマザーファンドの基準価額の値上がり要因となりました。 

・「海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド」および「海外債券インデックス（ヘッ

ジなし）マザーファンド」について、為替市場で円安／アメリカドル高、円安／ユーロ高となったことが基

準価額の値上がり要因となりました。 

 

 

（国内株式市況） 

国内株式市場では、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、期間の初めと比べて上昇しました。 

期間の初めから2003年２月にかけては、米国のハイテク企業を中心とした業績悪化の進行や、国内における

消費低迷の長期化や設備投資意欲の減退などによる企業業績の悪化懸念、金融機関の不良債権処理の遅れへ

の警戒などから、ＴＯＰＩＸは下落基調で推移しました。 

2003年３月から2007年２月にかけては、中東情勢の緊迫化などの地政学的リスクの高まりなどから、株価が

下落する局面があったものの、米国の景気回復期待から米国市場で株価が大きく上昇したことや、郵政民営化

を巡る総選挙で自由民主党が大勝し構造改革の進展が期待されたこと、国内景気の回復や企業業績の改善見

通しが強まったことなどから、ＴＯＰＩＸは上昇しました。 

2007年３月から2009年３月にかけては、米国の「サブプライムローン」関連損失の拡大懸念が高まったこと

や、円高／アメリカドル安の進行、原油価格の高値更新などから景気減速や企業業績の悪化懸念が広がったこ

と、米国の大手投資銀行が破綻し金融不安が世界的に拡大したことなどを背景に、ＴＯＰＩＸは下落しました。 

2009年４月から2012年10月にかけては、金融不安の後退や政府の追加経済対策への期待、日本や米国での景

気・企業業績の底入れ観測などが株価の上昇要因となる一方で、欧州債務問題の深刻化や、東日本大震災によ

るサプライチェーン（供給網）の寸断、タイの洪水による海外生産拠点の長期にわたる生産停止などが株価の

下落要因となり、ＴＯＰＩＸは一進一退の展開が続きました。 

2012年11月から期間末にかけては、米国と中国との間の貿易摩擦の激化が懸念されたことや、欧米の主要中

央銀行による金融引き締め加速の動きが警戒されたことなどから株価が下落する局面があったものの、衆議

院議員総選挙における自由民主党の圧倒的な勝利を受けて誕生した新政権による景気対策への期待や、日銀

による大規模な追加金融緩和の実施、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて各国が経済対策を打ち出した

こと、円安／アメリカドル高基調を受けて輸出企業の業績改善が期待されたことなどがけん引役となり、

ＴＯＰＩＸは上昇基調を維持しました。 

 

（海外株式市況） 

海外株式市場では、期間の初めと比べて米国や欧州各国などの株価は総じて上昇しました。 

期間の初めから2003年３月にかけては、ＩＴバブルの崩壊や、同時多発テロ、イラク戦争により地政学的リ

投資環境 



品 名：90002_953725_023_03_アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）_937221.docx 

日 時：2022/12/1 11:04:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）＜愛称 Ａナビ40＞ 

スクが高まったことなどを背景に、米国や欧州各国などの株価は総じて下落しました。 

2003年４月から2007年９月にかけては、欧米各国の中央銀行による積極的な金融緩和などを背景に、米国や

欧州各国などの株式市場は総じて上昇しました。 

2007年10月から2009年３月にかけては、「サブプライムローン」危機が深刻化し、リーマンショックに至り、

これを契機として世界的な信用収縮懸念が広がったことなどから、米国や欧州各国などの株価は総じて下落

しました。 

2009年４月から2020年１月にかけては、欧州債務問題が深刻化したことや、米国と中国との間の貿易摩擦が

激化し、世界経済や企業業績に悪影響を及ぼすとの懸念が高まったことなどを受けて、株価が下落する局面が

あったものの、世界の金融システムが安定化の兆しを見せたことや、米中貿易協議での「第１段階」とされる

原則合意への期待の高まりや実際の合意署名により、今後の貿易協議の進展が期待されたこと、英国の総選挙

での与党保守党の勝利で、英国の欧州連合（ＥＵ）離脱を巡る政治的不透明感が解消したこと、企業業績が概

ね好調だったことなどから、米国や欧州各国などの株価は総じて上昇しました。 

2020年２月から2021年12月にかけては、新型コロナウイルスの感染が中国から世界中に拡大し世界経済の急

激な停滞を招くとの警戒感が高まったことなどから株価が下落する局面があったものの、米国連邦準備制度理

事会（ＦＲＢ）が新型コロナウイルスの感染拡大による景気悪化を抑制するため米国国債などの資産購入を当

面無制限とするなど緊急の金融緩和措置を決定したことや、新型コロナウイルスのワクチン接種の普及により

経済活動の正常化の進展が期待されたことなどから、米国や欧州各国などの株価は総じて上昇しました。 

2022年１月から期間末にかけては、ロシアによるウクライナ侵攻を受けたエネルギー価格の上昇やサプラ

イチェーンの混乱などからインフレ高進が警戒されたこと、ＦＲＢが大幅な利上げを実施し、急激な金融引き

締めによる景気後退への警戒感が強まったこと、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が政策金利の引き上げ開始や大幅な

利上げの可能性を示唆したことなどを背景に、米国や欧州各国などの株価は総じて下落しました。 

 

（国内債券市況） 

国内債券市場では、10年国債利回りは、期間の初めと比べて低下（債券価格は上昇）しました。 

期間の初めから2003年６月にかけては、景気低迷の長期化を背景に日銀が超低金利政策を継続し量的金融

緩和の姿勢を鮮明にしたことや、金融機関の運用難を背景に国債が買い進まれたことなどから、10年国債利回

りは低下しました。 

2003年７月から2006年７月にかけては、世界的な債券価格の急落を受けて国内大手機関投資家のリスク管

理による債券売りが増加したことや、量的緩和政策とゼロ金利政策が解除されたことなどから、10年国債利回

りは上昇（債券価格は下落）しました。 

2006年８月から2010年12月にかけては、世界的な信用不安や世界経済の先行き不透明感などを背景とした

安全資産の選好や、日銀による金融緩和策の実施、一部のユーロ圏諸国の財政不安を背景とした投資家による

リスク回避姿勢の強まりなどを背景に、10年国債利回りは低下しました。 

2011年１月から2012年11月にかけては、日本や米国における景気回復期待の高まりなどから、利回りが上昇

する場面があったものの、東日本大震災の発生を受けた投資家のリスク回避姿勢や国内経済の低迷、欧州債務

問題の深刻化による日本国債への逃避需要などを受けて、10年国債利回りは低下しました。 

2012年12月から2016年６月にかけては、新総裁を迎えた日銀による金融緩和策の大幅な強化や買入れオペ

など緩和姿勢の継続、原油価格の下落や対アメリカドルにおける中国人民元安、中国株安の進行などを背景と

する世界経済の先行きに対する不透明感などから、10年国債利回りは低下しました。 

2016年７月から2018年10月にかけては、米国や欧州において金融緩和策の縮小への動きが強まったことや、

日銀が金融政策決定会合で国債買い入れを弾力的に行なうこととし、長期金利の変動幅拡大を容認したこと

などから、10年国債利回りは上昇しました。 
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2018年11月から2019年８月にかけては、日銀による金融緩和政策の長期化観測や、ＦＲＢによる早期利下げ

観測およびＥＣＢによる追加緩和期待を受けて世界的に金利低下圧力が強まったことなどから、10年国債利

回りは低下しました。 

2019年９月から期間末にかけては、新型コロナウイルスの感染拡大による世界経済の減速を懸念した投資

家のリスク回避姿勢が強まったことなどが利回りの低下要因となったものの、米中間の貿易協議が部分的な

合意に向けて進展し投資家のリスク回避姿勢が後退したことや、新型コロナウイルスの感染拡大を受けた政

府の緊急経済対策に伴なう国債の増発が懸念されたこと、米国において新型コロナウイルスのワクチンの普

及や追加経済対策が成立するとの観測などを背景に景気の回復期待が高まったこと、欧米の主要中央銀行に

よる金融引き締め加速の動きが警戒されたことなどから、10年国債利回りは上昇しました。 

 

（海外債券市況） 

米国債券市場では、10年国債利回りは、期間の初めと比べて低下しました。 

期間の初めから2003年６月にかけては、景気の過熱を背景にＦＲＢによる政策金利の引き上げが2000年５

月まで継続し、10年国債利回りは上昇基調となったものの、2000年12月にＦＲＢが利下げに転じた後は、2001

年９月の全米同時多発テロの発生を受けて景気の先行きに対する懸念が強まったことなどを背景に、10年国

債利回りは低下しました。2003年７月から2007年６月にかけては、米国景気の回復を背景に2004年６月に

ＦＲＢが利上げに転じたことなどから、10年国債利回りは上昇しました。2007年７月から2012年７月にかけて

は、「サブプライムローン」問題や世界的な金融危機を背景にＦＲＢによる利下げが継続したことや、その後

の景気減速懸念からＦＲＢが量的金融緩和策を実施したことなどにより、10年国債利回りは低下しました。

2012年８月から2018年10月にかけては、ギリシャの信用懸念の再燃などが利回りの低下要因となったものの、

米国の景気回復を受けてＦＲＢによる利上げ観測が強まったことや、2015年12月に利上げが開始されたこと、

米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）において利上げ継続が示唆されたことなどから、10年国債利回りは上昇

しました。2018年11月から2020年３月にかけては、通商政策などを巡って米国と中国との間の対立が激化した

ことや、米国の市場予想を下回るインフレ指標やＦＯＭＣ声明を受けて利下げ観測が広がったこと、ＦＲＢが

政策金利を引き下げたこと、新型コロナウイルスの感染拡大が世界経済に与える深刻な影響が懸念されたこ

となどを背景に、10年国債利回りは低下しました。2020年４月から期間末にかけては、南アフリカで確認され

た新たな変異株の感染拡大に対する警戒感や、ロシアによる軍事侵攻を受けたウクライナ情勢の緊迫化など

が利回りの低下要因となったものの、米国大統領選挙での民主党候補の優勢などから大統領選挙後の財政支

出の拡大観測が強まったことや、ＦＲＢやＥＣＢなど世界の主要中央銀行が政策金利を引き上げたこと、

ＦＲＢ議長の発言や市場予想を上回る米国の消費者物価指数（ＣＰＩ）を受けてＦＲＢによる金融引き締めの

長期化観測が強まったことなどを背景に、10年国債利回りは上昇しました。 

欧州債券市場では、各国の10年国債利回りは、期間の初めと比べて総じて低下しました。 

期間の初めから2005年９月にかけては、欧州のインフレ懸念を背景にＥＣＢによる利上げが2000年10月ま

で継続し、10年国債利回りは上昇基調となったものの、その後、欧州の景気減速感が強まったことや、インフ

レ率の鈍化から2001年５月にＥＣＢが利下げに転じた後は、2001年９月の全米同時多発テロの発生を受けて

景気悲観論が強まったことなどから、10年国債利回りは低下を続けました。2005年10月から2007年６月にかけ

ては、2005年12月にＥＣＢがインフレ懸念を受けて利上げを開始したことや、景況感の改善を受けて、各国の

国債利回りは総じて上昇しました。2007年７月から2020年３月にかけては、サブプライムローン問題や世界的

な金融危機を受けて、安全資産への逃避需要が強まったことやＥＣＢが利下げを継続したこと、ギリシャを中

心とした欧州債務問題の深刻化を受けて、ＥＣＢが高債務国の国債の買い入れ計画やギリシャに対する金融

支援を実施し金融緩和姿勢を強化したこと、通商政策や通貨政策を巡って米国と中国との間の対立が激化し

たこと、英国のＥＵからの「合意なき離脱」が警戒されたこと、新型コロナウイルスの感染拡大により世界経
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済に与える影響が懸念されたことなどを背景に、各国の国債利回りは総じて低下しました。2020年４月から期

間末にかけては、欧州における新型コロナウイルスの感染再拡大や、南アフリカで確認された新たな変異株の

感染拡大に対する警戒感、ロシアによる軍事侵攻を受けたウクライナ情勢の緊迫化、市場予想を下回るユーロ

圏の経済指標やロシア産ガスの供給不安を背景とした欧州景気の先行きに対する懸念などが利回りの低下要

因となったものの、ＦＲＢやＥＣＢなど世界の主要中央銀行が政策金利を引き上げたことや、ＦＲＢ議長の発

言や市場予想を上回る米国のＣＰＩを受けてＦＲＢによる金融引き締めの長期化観測が強まったこと、複数

のＥＣＢ高官が大幅な利上げの可能性を示唆したことなどを背景に、各国の利回りは総じて上昇しました。 

 

（為替市況） 

信託期間中における主要通貨（対

円）は、右記の推移となりました。 

 

 

（当ファンド） 

各資産への投資配分は、実質的な標準組入比率（株式40％、債券および短期金融資産60％）をめどとしまし

た。これらの組入比率の調整にあたっては、各親投資信託の受益証券および短期金融資産への投資比率を標準

組入比率に修正（リバランス）することで行ないました。 

 

標準組入比率 
 

 
 

当ファンドは1999年10月29日の設定以来、約23年にわたり運用してまいりました。このたび、約款の規定に

基づき、信託終了日を2022年10月19日として償還いたしました。 

これまでのみなさまのご愛顧に対しまして、心より厚くお礼申しあげますとともに、今後とも弊社投資信託

をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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（投資先の各マザーファンド） 

各マザーファンドの運用においては、各マザーファンドがそれぞれに定めるベンチマークへの連動をめざ

して運用を行ないました。各マザーファンドは、ベンチマーク採用銘柄の入替などに対応するため、随時ポー

トフォリオの見直しを行ないました。各マザーファンドが定めるベンチマークは以下の通りです。 

 

 
 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信託期間中における分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案して決定し、１万口当たりの累計は120

円（税込み）となりました。なお、分配金に充当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用

の基本方針に基づいて運用いたしました。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金再投資ベースです。 

（注） 合成インデックスは当ファンドの参考指数です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年10月27日～2022年10月19日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 111  0.658  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 40)  (0.237)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 63)  (0.378)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.043)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.009   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.006)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 113   0.668    

期中の平均基準価額は、16,798円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.68％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年10月27日～2022年10月19日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 6,901 12,786 53,331 99,997 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 547 2,150 4,551 18,884 
海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジあり）マザーファンド 1,359 3,035 7,569 16,175 
日本債券インデックスマザーファンド 8,772 12,154 107,777 147,388 
海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 167 430 6,274 16,194 
海外債券インデックス（ヘッジあり）マザーファンド 1,551 2,316 11,149 15,208 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年10月27日～2022年10月19日) 

 

項 目 

当 期 

日本株式インデックス 
ＴＯＰＩＸマザーファンド 

海外株式インデックス 
MSCI-KOKUSAI 

（ヘッジなし）マザーファンド 

海外株式インデックス 
MSCI-KOKUSAI 

（ヘッジあり）マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 11,052,477千円 49,132,024千円 3,308,223千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 41,450,912千円 242,660,473千円 16,386,612千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.26   0.20   0.20   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年10月27日～2022年10月19日) 

 

＜アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 11 6 122 

 
＜海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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＜海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジあり）マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本債券インデックスマザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜海外債券インデックス（ヘッジあり）マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友トラスト・ホールディングス株式会社です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年10月27日～2022年10月19日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年10月27日～2022年10月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年10月19日現在) 

 

 2022年10月19日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 46,430 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 4,003 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジあり）マザーファンド 6,210 

日本債券インデックスマザーファンド 99,004 

海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 6,106 

海外債券インデックス（ヘッジあり）マザーファンド 9,597 
  

親投資信託残高 
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アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）＜愛称 Ａナビ40＞ 

○投資信託財産の構成 (2022年10月19日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 232,900 100.0 

投資信託財産総額 232,900 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2022年10月19日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 232,900,152   

 コール・ローン等 232,900,152   

(B) 負債 913,251   

 未払解約金 12   

 未払信託報酬 906,986   

 未払利息 366   

 その他未払費用 5,887   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 231,986,901   

 元本 142,462,424   

 償還差益金 89,524,477   

(D) 受益権総口数 142,462,424口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 16,284円08銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は179,696,292円、期中追加設定元本

額は11,534,454円、期中一部解約元本額は48,768,322円です。

（注） １口当たり純資産額は1.628408円です。 
 

○損益の状況 (2021年10月27日～2022年10月19日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     2,883   

 支払利息 △     2,883   

(B) 有価証券売買損益 △11,127,177   

 売買益 1,991,110   

 売買損 △13,118,287   

(C) 信託報酬等 △ 1,940,075   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △13,070,135   

(E) 前期繰越損益金 63,226,719   

(F) 追加信託差損益金 39,367,893   

 (配当等相当額) (  50,503,102)  

 (売買損益相当額) (△11,135,209)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 89,524,477   
 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）＜愛称 Ａナビ40＞ 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 1999年10月29日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年10月19日 資 産 総 額 232,900,152円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 913,251円 

純 資 産 総 額 231,986,901円 

受益権口数 10,000,000口 142,462,424口 132,462,424口 受 益 権 口 数 142,462,424口 

元 本 額 10,000,000円 142,462,424円 132,462,424円 １万口当たり償還金 16,284円08銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 10,098,528円 9,886,552円 9,790円 0円 0.0％ 

第２期 137,469,125   128,010,424   9,312   0   0.0   

第３期 588,907,998   512,255,144   8,698   0   0.0   

第４期 630,307,494   584,030,581   9,266   0   0.0   

第５期 805,922,277   773,884,893   9,602   0   0.0   

第６期 751,491,239   800,715,318   10,655   10   0.1   

第７期 742,814,565   851,002,023   11,456   10   0.1   

第８期 698,710,295   807,276,632   11,554   10   0.1   

第９期 683,581,164   596,912,137   8,732   0   0.0   

第10期 689,241,984   678,175,443   9,839   0   0.0   

第11期 662,492,179   646,694,137   9,762   0   0.0   

第12期 586,000,661   560,856,457   9,571   0   0.0   

第13期 520,056,841   515,515,037   9,913   0   0.0   

第14期 383,443,039   466,336,396   12,162   10   0.1   

第15期 282,522,763   360,420,444   12,757   10   0.1   

第16期 244,731,492   343,770,204   14,047   10   0.1   

第17期 224,085,908   308,746,336   13,778   10   0.1   

第18期 207,697,181   314,010,678   15,119   10   0.1   

第19期 241,607,633   355,631,146   14,719   10   0.1   

第20期 251,025,434   386,758,893   15,407   10   0.1   

第21期 193,659,578   301,465,708   15,567   10   0.1   

第22期 179,696,292   309,357,888   17,216   10   0.1   
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アセット・ナビゲーション・ファンド（株式40）＜愛称 Ａナビ40＞ 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 16,284円08銭 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年10月27日から2022年10月19日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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